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宿毛市教育講演会  

 

８月３日（木）宿毛文教センターにおいて、宿毛市教育講演会が開かれました。今年度は、高知県教

育委員会事務局教職員・福利課 チーフの池畑 淳氏（働き方改革推進担当）をお迎えし、『学校にお

ける働き方改革』と題してご講演いただきました。 

　講演では、学校における働き方改革の必要性や働き方改革に係る国・県・市町村の取組みの状況、

全国の学校の取組事例等について、数字を挙げながら具体的に説明してくださり、働き方改革につい

て理解を深めることができました。 

　今後は、各学校において働き方改革の取組みを推進していけるよう、他校の事例等も参考にしながら、

できることから実践していきましょう。 

 

◆池畑先生の講演より（一部抜粋）◆  
教員の勤務実態について… 

「子どものためであれば、どんな長時間勤務も良しとす

る」という教師という職の崇高な使命感から

生まれる働き方が、長時間勤務を生む要因

となっている。 

【働き方改革の目的】 

・教職員が心身ともに健康を保つことができる環境を整え、授業改善や子どもと向き合う 

時間を確保し、限られた時間の中で最大の教育効果を発揮できるようにする。 

・教師は「魅力ある仕事」であることが再認識され、今後教師を目指そうとする者が増加し、

教師自身も士気を高め、誇りを持って働くことができるようにする。 

 

 

 

 

ものごとを考えるときは、多角的な視点から柔軟に考えることが重要である。働き方改革

に関しても、「昔からやっていることだから」「教員とはこうあるべきだ」と、ある一定の価

値観にとらわれていては改革は進まない。これからの教員はどうあるべきか、どのように働

いていくべきか、現場にいる先生方とこれから教員を目指す方々のためにも、バイアス（※）

を取り除いて考えていかなければならない。　※バイアス…先入観、思い込み、偏った思考。 
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勤務時間を管理して 

見える化を図っていこう！

【学校における働き方改革に向けた取組みの推進について】 

３つの柱のもと、限られた時間の中で最大の教育効果を発揮できるよう、県・市町村教委・

学校が連携し学校における働き方改革を推進する。 

                                                          

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

 

自助（個人でできること）…意識改革・負担軽減の工夫・研修等の受講 

共助（学校でできること）…行事の精選・ルールの設定・風通しの良い職場環境作り 

公助（教育委員会でできること）…各種システムの整備・効果的な人員配置・国への提言 

→この三つの働きには重なる部分がある。働き方改革に向けた取組みを推

進するためには、教育委員会、学校、教職員すべてが意識を一つにす

ることが大切である。 

 

【働き方改革を進めるためのポイント】 

①正確な勤務時間管理の徹底 

　→「今日は〇時までに帰ろう」と退勤時間の目標を決めることにより、時間を意識し 

業務に優先順位をつけながら段取りよく行うことにつながる。そのためには、校務 

支援システムへの入力等、勤務時間の管理をしっかり行うことが求められる。 

②具体的な削減策の実行 

→小さな削減であっても効果が感じられることは、 

積極的に行っていく。 

③前例踏襲していないかの視点での見直し 

　→「これまでやっていたから」という前の例に倣う 

やり方を見直してみる。 

④学校の重点目標の明確化及び関係機関との連携 

→学校として何を重視し、どのように時間を分配するかという考えや目標を明確にし、

全教職員の共通理解のもと働き方改革に向けた取組みを関係機関と連携しながら推 

進する。 



参加者のアンケートより(一部抜粋) 

・業務の明確化や具体例などが分かりやすかった。自分の机の周りの見える化などは、自分

でできることなので実践したい。 

・自分自身の現状としっかりと向き合い改善できるところや時短できるところを見つけて、

もっと効率的に仕事をしていきたいと感じた。「働き方改革」とは何なのか、今どこまで進

んでいるのかということがわかった。 

・働き方改革の考え方の中に、自助・共助・公助という考え方があることを初めて知った。

自分にできることを探して、働き方を見つめ直したいし、公助として国や県から提案され

る取組みを自分なりに取り入れていきたい。 

・自分自身の残業時間を減らしつつ、教育効果の保てたものは校内に伝達し、自身のみなら

ず、学校全体の変化の手助けになるようにしていきたい。 

・意識改革が進んでも、業務は減少するどころか増加しているため、勤務時間を減らすこと

は難しいと感じている。 

・一番心配なことは、教師が子どもたちと向き合う時間が少ないということである。それは、

一人ひとりの教師の業務が多忙になっているからだ。時間外在校等時間が増加しているの

は把握しているが、帰りたくても帰れない現状がある。 

・時間外在校等時間の上限が月４５時間となっているが、現場の実態から考えると、その日

に終わらさなければならないことや会議等もあり、非常に難しい現実である。 

・限られた能力・時間の中で、果てのない（理想を追求すると）仕事量が求められるため、ス

クラップアンドビルドの考えや、やれる範囲での工夫改善が必要だと再認識した。 

・働き方改革は、意識改革と業務改革だと思う。本校では、授業での

ICT 活用や会議におけるペーパーレス化は当たり前になってきてい

るので今後も続けたいし、一番時間をかけたい児童と向き合う時間

をつくるために、さらにどんなことができるかを考えていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の学校における働き方改革事例集 

（文部科学省 令和５年３月改訂）    
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/index.htm



２学期の研修会の日程です

社会科副読本「宿毛のくらし」編集委員会
 

 

 

７月 28 日（金）宿毛市役所において、小学校３・４年生社会科副読本「宿毛のく 

らし」第１回編集委員会が開かれました。現在の副読本が改訂されたのが 2014 年（平

成 26 年）ですので、今回が 10 年ぶりの改訂となります。 

　会では、はじめに鎌田勇人教育長から編集委員の先生方一人ひとりに委嘱状の交付 

がありました。その後、副読本の編集方針や編集方法、役割分担等について確認をし 

ました。副読本は、今後２年間（令和５・６年度）をかけて編集作業を行っていくこ 

とになります。 

　また、先日副読本の改訂に係るアンケート調査を実施させていただきました。各学 

校からいただいたアンケート結果につきましては、教育研究所で取りまとめ、編集委 

員の先生方にお知らせしました。副読本改訂の参考にさせていただきます。お忙しい 

中、アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 

 

 

副読本では、児童の地域学習の様子がわかるもの（社会 

科見学等の写真や作成した絵地図等の作成物）を盛り込み 

たいと考えております。地域に関わる授業や行事での子ど 

もたちの活動の様子を、ぜひ写真に残していただければと 

思います。ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

　※中学校区別研究主任会については、各中学校区の日程調整がつき次第　 

お知らせいたします。 

※第２回宿毛市中学校教科担当者会は、２学期中に日程調整を行い、

３学期に開催いたします。

 研　修　名 日　　　時 場　　所

 道徳教育公開授業 

（幡多地区道徳教育研究大会） ９月 29 日（金）
13:30～ 

　16:45

山奈小学校 

東 中学校

 
第２回宿毛市教育研究会 10 月 20 日（金）

15:00～ 

16:45 後日案内します

 
第２回キャリア教育担当者会 10 月 23 日（月）

15:30～ 

16:45

宿毛市役所 

３階 303


